
女性の政治参画につながる
主権者教育

～子供から大人へ、そして地域へ～

大澤 浩子（さいたま市） 大野 伸恵（横瀬町） 神尾 英美（戸田市）
野本 怜子（さいたま市） 松川 武美（八潮市）
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主権者教育とは・・・国や社会の問題を自分の問題として捉え、自ら
考え、自ら判断し、行動していく主権者像を育む教育 （総務省より）

社会に対する関心を持ち、自分の主張を持つようにすること

【１】問題 ①若者の低投票率 ②女性の政治家が少ない

【２】原因・・・主権者意識の低さの現れ ⇒主権者教育に注目

【３】現場検証・・・①さいたま市立中学校・高等学校へインタビュー
②戸田市立中学校へインタビュー
③現職女性議員へのインタビュー

【４】見えてきた課題
【５】私たちのできること

発表の流れ
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１．問題① 若者の低投票率

６０代人口 １６１０万人
×

６３％
=１０１４万人

２０代人口 １２６０万人
×

３０％
=３７８万人

１０代、２０代の
低さが際立つ

６０代

参議院議員選挙 年代別投票率 総務省HPより
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２．問題② 女性の政治家の少なさ

内閣府HPより
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埼玉県市町村議会の状況

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

男性 1151 1097 1040 1039 1033 1032 1020 1011 1002 981 981

女性 279 269 266 263 256 254 245 252 259 260 256

女性の割合 19.5% 19.7% 20.4% 20.2% 19.9% 19.8% 19.4% 20.0% 20.5% 21.0% 20.7%
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埼玉県HPより
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３．教育現場へのインタビュー

さいたま市
 インタビュー① さいたま市教育委員会
特徴＊小学校・中学校・高校それぞれの発達

段階に合わせた主権者教育
＊社会科以外の科目でも行い、教科横断
的に主権者意識を醸成

1. トライする（体験活動）

2. 話し合う

3. 本物に触れる（実社会とつながる）

4. 「１８歳」を見通す

「さいたま市の主権者教育パンフレット」 6



インタビュー② さいたま市立大宮北高校

模擬投票 政党のマニフェスト（令和元年参議院議員選挙）

本物の投票箱、投票用紙

＊体験はゼロか１かという意味では大きい。いいきっかけにはなるが、

子供達どうしで政治や社会の話題が多くなったかというと、そこ

まではいかない。

＊政治が遠い。自分達にとってもメリットになることが分かれば変わ

るのではないか。現職の議員と触れ合うなどの機会があればよい。

＊「政治分野における男女共同参画の推進に

関する法律」については、男女問わず良い人

を選べばよいのでどちらでもいい。

（生徒さんのご意見）

2019年12月10日視察
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インタビュー③ さいたま市立大谷場中学校（モデル校）

ディベート活動 論題「日本とEUのEPAの是非について」

中１（7時間）
1. 事前に生徒達にアンケートを採る。資料を活用することが得意な生徒が多い一方、

地理的事象に関心が低い生徒も多いことが判明。

2. 調べたことや自分の考えを地図や図を用いて発表（論理的思考力）

3. ディベートというゲーム的学習で相手の主張にも耳を傾ける

（多角的に考察、公正に判断する力）

4. グローバル化した社会の中で日本の未来を考える（合意形成、意思決定力）

2019年12月17日視察

＊興味関心に男女差は感じない。
家庭環境の方が大きいのではないか。

＊自分達が行動することで何かが変わったという
実体験ができれば良い。

＊生徒たちは選挙権を得たら、
投票に行ってくれると思う。 8



戸田市
 インタビュー① 戸田市教育委員会 2019.12.16

PBLにおける活動の類型 効果的なPBLの5つのポイント

① 課題解決活動

② 制作活動

③ 探索活動

● 子供主導

● 批評に基づく企画案の推敲

● 本格的な発表・実践の場

● 現実社会とのつながり

● 産官学民との連携

戸田市HPより
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小学校での取り組み

 「戸田市を良くする」をテーマにした総合学習

 インターネット検索や住民へのインタビューから課題を見つける

 グループごとに課題解決のプロジェクトを企画する

 保護者など第三者に批評してもらい改善していく
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プレゼンテーション大会

▷ 体験型学習の発表の場として実施

▷ 市内の小中学校の代表者がテーマについて発表する

▷ 2019年のテーマ「私が戸田市長だったら」

・「ふるさととしての居場所作り」

・「戸田の名産品」

・「投票率アップ」
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インタビュー② 戸田市立喜沢中学校 2019.12.21

グループワーク「市長になったら」

班を市長室に見立て20億の予算で政策を考える

メンバーそれぞれが担当した政策について考える

 教材：社会の教科書・タブレット

他の自治体の予算も参考に

グループワーク前後に課題に出した政策案の内容が

濃く具体的なものになった

 政治分野における男女共同参画推進法

教科書未記載のため取り上げなかった
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埼玉県在住の現職女性議員９名に聞き取り調査を行った

 令和元年11月21日（木） 和光市議会議員 ２名

 令和元年11月22日（金） さいたま市議会議員 ２名

 令和元年11月26日（火） 八潮市議会議員 １名

 令和元年11月27日（水） 羽生市議会議員 １名

 令和元年11月27日（水） 戸田市議会議員 １名

 令和元年11月27日（水） 八潮市議会議員 １名

 令和元年11月27日（水） 横瀬町議会議員 １名

４. 女性議員へのインタビュー
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質問①

主権者教育が高校で実施されるようになったこ
とで、政治活動がやりやすくなったか？

はい 3名

子どもの通う学校の同級生が議員の仕事に興味を持ってくれた

 制度として出来たので取り組みやすくなった

いいえ ５名

 授業時間が少なく成果を感じられない

 主権者教育自体が周知されていない

無回答 １名

 議員になりたてで比較ができない
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質問②

主権者教育をより良いものにするためには？

 現職議員を招いて模擬投票をする

 主権者教育に取り組む授業時間を増やす

 地域や大人を巻き込めるような取り組み

 中学生の職業体験やインターンシップ制度を利用して
議員の仕事を体験する

 NIE（Newspaper in Education=教育現場での新聞活用） な
どの多様な教材を取り入れる
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質問③

投票率を上げるためにはどのような制度や取り

組みがあればよいか？

 投票した人にスイーツ交換券などの特典をもうける

 投票しなかった人に対してペナルティを課す制度

 家庭で選挙について子どもと話し合う機会をつくる

 子供と一緒に投票所に行き一票の大切さを理解して

もらう

 公民館等の公共施設で、大人から子供まで誰でも気軽に
参加できる主権者教育プログラム
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＊授業時間数が足りない

＊主権者意識を持つ若年層の育成は進んでいるが

政治や投票につながっていない

＊学校間・地域間で取り組みに差がある⇒共通の

プログラムの必要性

＊親世代の意識を変える場が足りない

＊「政治分野における男女共同参画の推進に関する

法律」は、指導要領に載っていないため授業で

は触れられていない

５．見えてきた課題
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審議会委員
への応募

＊子供から大人へつながり、地域へ広げる

・子供たちを社会の現場に連れ出しコミュニティの一員であ

ることを体感できる取り組みを増やす

・子供と大人が地域について一緒に考える機会を作る

・子供の意見を取り入れる社会を目指す

＊具体的に地域のリーダーとして取り組みます

６．まとめ

子供
議会

議員イン
ターンシッ

プ

選挙
カフェ

議会
傍聴 行政や教育現場

への提案
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